
１．

　滑らかな斜面上の 点で静かに離した。 点での速度はいくらか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計

　動摩擦係数 の水平面上を滑っている質量 の物体が静止するまでの距離

静止
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計

　動摩擦係数 の水平面上にばね定数 のばねに質量 のおもりをつけ だけ縮めたら、

自然長

静止

　おもりが ＋ 動いて止まった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計

　動摩擦係数 の斜面上の 点で静かに離した。 点での速度はいくらか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計

　動摩擦係数 の斜面上にばね定数 のばねに質量 のおもりを取り付けた。自然長の

位置 から 点まで距離 縮めて手を離すと、おもりは途中でばねから離れ、 間 だけ

離れた最高点 で静止した。 点での速度、距離 を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

計

 解説

　

計

　 ＝ 　より　　 ＝

　

計

　 ＝ 　より　 ＝

　

計

　　 ＋ ＝ 　より　 ＋

　　 ＋ 　よって、 ＝ ＋

　

計

　 ＋ ＝ 　 ＝

　

計

　 ＝ ＋ ＋ 　　　 ＝

　 ＝ ＋ 　　　　　　 ＝
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　鉛直につるしたばねを自然長の状態から手で支えてゆっくりと おろした時、手のし

　た仕事 を求めよ

　　　　　　　　　　　

仕事 計

最初

最後

２．

　滑らかな滑車に質量 、 の物体 をつるし だけ降下した時の速さ

　　　　　　　　　　　
計

最初

最後

　 の装置で にばね定数 のばねを取り付け自然長の状態で手を離した。おもり は

　　　　　　　　　　 振動したが最下点は最初より 下がった位置であった。 はいくら

　　　　　　　　　　か

　　　　　　　　　　　
計

最初

最後

　動摩擦係数 の台上に質量 の物体を置き、滑車を通して質量 の物体を高さ の所

　につるしたところ滑り出した。下面に激突する直前の速さを求めよ

　　　　　　　　　　　　　　
計

最初

最後

　 の装置にばね定数 のばねを取り付け自然長の状態で動かした。物体 が最も下が

　った位置 を求めよ

　　　　　　　　　　　　　　　

計

最初

最後

　　

仕事 計

最初

最後

　　 ＝ 　　より　 ＝

　仕事の符号について

　この表は最初あったエネルギーがどのエネルギーに使われるかを示したものであるから、

その物体からエネルギーが放出された場合が正となる。仕事はもらった場合が負なので、

仕事の符号と逆になる。重力による位置エネルギーは地球がした仕事が正なので、ここ

では となり、手のした仕事を求めるのであるから を代入する必要がある。

　仕事を最初に加える場合は、物体が持っているエネルギーと手が持っているエネルギー

の和になるので、正の値に を入れることになる。

　エネルギー保存則は仕事の符号がわかり難いので、この点をしっかりと理解しておく事。

　自信がない場合はエネルギー流れ図を使って仕事の計算をするとわかりやすい。

　

仕事 計

最初

最後

　 ＝

 解説

　

計

最初

最後 ･

　 ＝ 　　　　　 ＝

　

計

最初

最後

　 ＋ ＝ 　　　 ＝

　

計

最初

最後 ･

　　 ＋ ＝ 　　 ＝

　

計

最初

最後

　　 　　 ＝
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　滑らかな水平面上にある質量 の物体 上にある動摩擦係数 、質量 の物体 に初

　速度 を与えて滑らせると物体上を 滑って 同じ速さ になった。 、 を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計 計

最初

最後

　

計

最初

最後

　　

計

最初

最後 ･ ･

　互いの摩擦力は作用反作用の関係にあるため、外部からエネルギーの出し入れがあるわ

けではないので、 それぞれについてエネルギー保存則が成立する。

作用反作用を使った時点で相手の物体とは縁が切れるので、各物体ごとにエネルギー保

存則を使うことになる。

　 ＝ ＋ 　 ･ ＝

　 ＝ 　 ＝
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